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市
内
西
鉄
路
線
バ
ス
は
、
年
間

約
26
万
７
千
人
が
利
用
し
て
い
ま

す
。
古
賀
市
で
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
、
市
内
公
共
交
通
の
確
保
と

し
て
、
西
鉄
バ
ス
に
対
し
、
運
行

経
費
か
ら
運
賃
収
入
を
引
い
た
赤

字
分
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
補
助

金
は
増
額
傾
向
に
あ
り
、
平
成

24
年
度
は
、
小
竹
系
統
の
夜
便

増
便
等
の
結
果
、
昨
年
度
比
で

５
４
１
万
５
千
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
、
利
用
者
総
数
は

横
ば
い
で
、
小
竹
系
統
全
体
で
の

利
用
者
は
約
２
割
減
と
な
り
ま
し

た
。
意
見
と
し
て
、
現
状
の
赤
字

補
て
ん
で
は
、
利
便
性
向
上
に
は

つ
な
が
ら
な
い
。
早
急
に
実
態
調

査
を
実
施
し
、
独
自
の
公
共
交
通

網
を
確
立
す
る
よ
う
求
め
る
意
見

が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　
ご
み
処
理
量
は
対
前
年
度
比
で

１
６
４
ト
ン
の
減
量
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
負
担
金
は
１
１
１
万

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
古

賀
市
が
負
担
金
軽
減
策
、
清
掃
工

場
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
玄
界
環

境
組
合
内
部
で
進
ん
で
い
る
検
討

へ
参
加
し
て
い
る
の
か
質
疑
が
あ

り
、
参
加
は
し
て
い
な
い
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
公
共
施
設
が
、
老
朽
化

し
、
更
新
改
良
の
時
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
担
当
課
ご
と
の
計
画
を

一
体
的
に
計
画
、
管
理
す
る
こ
と

で
、
大
幅
な
経
費
削
減
を
図
る
べ

き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

決算
特集
決算
特集

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
事
業
の
地
域
間
格
差
ほ
か

「
第
４
次
古
賀
市
総
合
振
興
計
画
」ス
タ
ー
ト
年
度
の
決
算
は

歳
出
総
額
は
約
２
８
５
億
９
４
３
４
万
円
。
実
質
収
支
は
約

11
億
１
０
３
１
万
円
の
黒
字（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
合
計
）

次
年
度
へ
の
課
題
が
明
ら
か
に

�

赤
字
補
て
ん
で
、
利
便
性

は
向
上
し
た
の
か
？

　

西
鉄
路
線
バ
ス
運
行
補
助

３
４
２
９
万
４
千
円

�

ご
み
減
量
の
努
力
は
反
映

さ
れ
ず

　

玄
界
環
境
組
合
負
担
金

９
億
９
５
万
円

�

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策

は
、
一
体
的
に

　

橋
梁
長
寿
命
化
工
事

１
億
４
１
２
万
９
千
円

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
良
工
事

５
９
２
８
万
７
千
円

　
古
賀
水
再
生
セ
ン
タ
ー
更
新
工
事

２
億
６
１
２
万
７
千
円
他

平成24年度古賀市普通会計
※住宅新築資金等貸付事業特別会計を含む（千円以下切り捨て）

自主財源と依存財源 目的別歳出

市税
67億3321万円
（36.6％）

繰入金
６億2600万円
（3.4％）

議会費
２億2367万円
（1.3％）
総務費

22億5628万円
（13.1％）

民生費
68億1832万円
（39.4％）

衛生費
18億6616万円
（10.8％）

労働費
5015万円
（0.3％）

農林水産業費
３億5345万円
（2.0％）

商工費
8577万円
（0.5％）

土木費
12億3636万円
（7.1％）

消防費
７億3264万円
（4.2％）

教育費
20億3583万円
（11.7％）

災害復旧費
2292万円
（0.1％）

公債費
16億5048万円
（9.5％）

諸支出金
０円
（０％）

繰越金
５億1050万円
（2.8％）
諸収入

５億6012万円
（3.1％）

その他
６億9937万円
（3.8％）

地方交付税
34億4743万円
（18.8％）

国庫支出金
25億4307万円
（13.8％）

県支出金
11億4657万円
（6.2％）

市債
12億5030万円
（6.8％）

地方消費税交付金
５億4480万円
（3.0％）
地方譲与税
１億6418万円
（0.9％）
その他

１億5527万円
（0.8％）

依存
財

源
50.3％

歳入
183億8083万円

歳出
173億3203万円

49.7％

自 主
財

源

老朽化対策は自治体の課題（給食センター）

平
成
24
年
度
決
算
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が
ん
の
早
期
発
見
を
目
的
に
、

各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し
早
期
発

見
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
受
診

率
向
上
の
た
め
、
全
戸
チ
ラ
シ
配

布
、
健
診
日
を
土
日
に
拡
大
、
地

域
へ
出
向
い
て
の
啓
発
な
ど
の
取

り
組
み
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

さ
ら
な
る
受
診
率
ア
ッ
プ
が
課
題

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
蔵
書
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
学

校
図
書
司
書
が
作
成
し
た
購
入
計

画
に
基
づ
い
て
、
図
書
を
整
備
し

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た

が
、
古
い
図
書
の
現
状
把
握
を

し
、
資
料
と
し
て
の
充
実
を
求
め

る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
受
診
率
ア
ッ
プ
を

　

各
種
が
ん
検
診
委
託
料

２
９
１
９
万
１
千
円

�

学
校
図
書
館
の
充
実
を

　

学
校
図
書
購
入
費

　
　

小
学
校　

８
４
６
万
３
千
円

　
　

中
学
校　

３
１
９
万
９
千
円

自治体職員としての資質向上を
職員研修委託費　155万３千円

　女性の参加、未受講者への対応、自主的研

修等について質疑があり、専門的知見の必要

性、職員の意欲が醸成される職場環境の改善

について、意見がありました。

単価 20円！農区の負担軽減を
河川除草委託　70万６千円

　河川除草（約 3.37 ヘクタール）を５つの

農区に委託していますが、高齢化に伴い、除

草作業は大きな負担となっています。平方

メートル当たりの単価は２０円で、業者委託

の単価と比べても安すぎるため、根本的に見

直すべきとの意見がありました。

地域間格差の解消を
学力向上事業費

学習支援アシスタント謝礼
小学校　388万６千円
中学校　125万６千円

　アシスタントとして、主に大学生や地域の

方たちが活動し、学力保障に成果をあげてい

ますが、アシスタント派遣に地域間格差があ

り、格差解消を求める意見がありました。

平成24年度古賀市会計別決算

会計名
歳　入 歳　出

決算額 ( 円 ) 対前年度比伸び率（％） 決算額（円） 対前年度比伸び率（％）
一 般 会 計 183億6032万 1.0 173億3048万 △1.9

特　

別　

会　

計

住宅新築資金等貸付事業 2050万 △32.8 154万 △92.7
国 民 健 康 保 険 59億6505万 7.2 58億4688万 9.4
後期高齢者医療 5億7315万 12.0 5億6966万 11.6
介 護 保 険
（保険事業勘定） 29億6334万 5.4 28億1286万 4.4

介 護 保 険
（サービス事業勘定） 2170万 6.5 1923万 △3.8

公共下水道事業 17億6266万 △9.3 17億1732万 △8.0
農業集落排水事業 3億1074万 △23.7 2億9634万 △25.9

合　計 299億7746万 1.8 285億9431万 0.3

　公営企業会計

区　分
収益的収支（税込） 資本的収支（税込）

収　入（円） 支　出（円） 収　入（円） 支　出（円）
水 道 事 業 会 計 15億4189万 15億9005万 2299万 4億3044万

（千円以下切り捨て）

学校図書館はたくさんの生徒が利用（古賀北中学校）

平
成
24
年
度
決
算

こが市議会だより65号3



　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
平

成
24
年
度
古
賀
市
一
般
会
計
、
６

特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
決
算

を
審
査
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

　

総
務
費
で
は
、
路
線
バ
ス
の
運

行
と
利
用
状
況
に
つ
い
て
。
地
域

サ
ポ
ー
ト
補
助
で
は
利
用
拡
大
に

つ
い
て
。
定
住
化
促
進
事
業
の
推

進
管
理
に
つ
い
て
。

　
民
生
費
・
衛
生
費
で
は
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
の
減
少
要
因
や
利
用
者

ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て
。
玄
界
環

境
組
合
負
担
金
軽
減
の
対
応
、
保

健
師
の
配
置
状
況
、
が
ん
検
診
の

状
況
に
つ
い
て
。

　
労
働
費
・
農
林
水
産
業
費
で
は
、

雇
用
対
策
基
金
事
業
に
よ
る
雇
用

者
の
継
続
雇
用
状
況
。
耕
作
放
棄

地
再
生
事
業
の
進
捗
状
況
と
事
業

後
の
継
続
と
効
果
。
特
産
品
Ｐ
Ｒ

事
業
へ
の
市
民
参
加
・
職
員
参
加

に
つ
い
て
。

　
教
育
費
で
は
、
古
賀
市
独
自
の

人
的
配
置
で
行
っ
た
学
習
支
援
ア

シ
ス
タ
ン
ト
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
利
用
状
況
。

学
校
図
書
館
蔵
書
の
改
善
。
市
立

図
書
館
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
の
方

向
に
つ
い
て
。

　
歳
入
全
般
で
は
、
補
正
の
評
価

と
将
来
負
担
に
つ
い
て
な
ど
の
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
質
疑
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
は

・�

路
線
バ
ス
は
増
便
し
た
が
利
用

者
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

・�

玄
界
環
境
組
合
で
は
将
来
見
込

み
の
検
討
に
構
成
自
治
体
と
し

て
か
か
わ
っ
て
い
な
い
。

・�

公
共
交
通
、
健
康
管
理
、
学
力

向
上
や
図
書
館
利
用
に
地
域
差

が
見
ら
れ
る
。

な
ど
で
す
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
一

般
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で

は
、
健
康
づ
く
り
、
健
診
へ
の
職

員
の
配
置
状
況
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
認

定
更
新
時
の
介
護
度
の
分
布
状
況

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
他
に
特
別
会
計
全
体
に
お
い
て

収
入
未
済
額
の
状
況
と
対
応
な
ど

の
質
疑
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

公
営
企
業
会
計

　

水
道
事
業
会
計
決
算
で
は
、
平

成
23
年
度
の
余
剰
金
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
受
水
量
と
単
価
な
ど

の
質
疑
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

委
員
長　

田
中　

英
輔

事
業
の
効
果
と
達
成
状
況
を
検
証

　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
の
課
題
も

●
決
算
審
査
特
別
委
員
会

平成24年度　決算討論概要

内
場　

恭
子

・
保
険
料
を
滞
納
し
、
不
納
欠
損
に
な
っ
た
方
の
多
く
が
無

年
金
者
か
収
入
が
少
な
い
方
。
短
期
保
険
証
の
発
行
が
24
件

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
診
察
や
通
院
を
控
え
た
り
、
必
要
な

治
療
を
抑
制
す
る
方
が
増
え
問
題
。

西
尾　

耕
治

・
制
度
上
75
歳
と
い
う
年
齢
の
区
切
り
に
つ
い
て
は
、
国
の
上

位
法
に
従
っ
た
も
の
。
広
域
で
進
め
て
い
る
政
策
の
た
め
、
関

係
自
治
体
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に
も
予
算
に
基
づ
い
た
執

行
が
さ
れ
た
か
と
い
う
観
点
を
重
視
す
べ
き
。

○
古
賀
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

反
対

賛
成

内
場　

恭
子

・
年
度
末
で
、
約
１
億
３
千
万
円
も
の
返
済
が
残
っ
て
い
る
。

す
で
に
償
還
を
終
え
ら
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
が
、
償
還

が
終
わ
っ
て
い
な
い
方
も
お
ら
れ
滞
納
額
も
多
い
。
貸
付
金

は
税
金
で
あ
り
、
公
平
な
対
応
が
必
要
。

三
好　

貴
一

・
生
活
基
盤
・
基
礎
を
築
く
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
就
労

や
教
育
の
不
十
分
さ
を
背
景
と
し
た
生
活
の
貧
し
さ
か
ら
、
な

か
な
か
償
還
で
き
な
い
状
況
が
あ
る
。
今
後
も
返
済
が
で
き
る

よ
う
、
指
導
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

○
古
賀
市
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計

反
対

賛
成

※討論の全文は、ホームページの会議録・録画でご覧になれます。

決算審査特別委員会の様子

平
成
24
年
度
決
算
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内
場　

恭
子

・
実
施
さ
れ
た
施
策
は
、
十
分
に
市
民
の
願
い
に
応
え
る
も
の
で
は
な
く
、

負
担
を
強
い
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
西
鉄
バ
ス
路
線
へ
の
補
助
金
は
毎
年

増
加
を
し
、
ど
こ
ま
で
赤
字
補
て
ん
を
行
う
の
か
と
心
配
。
約
７
億
５
千
万

円
の
黒
字
額
を
見
直
し
、
市
民
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
実
行
す
べ
き
。

内
場　

恭
子

・
経
常
利
益
は
約
５
４
０
０
万
円
の
黒
字
で
、

基
金
や
余
剰
金
が
約
15
億
円
あ
る
こ
と
か
ら
、

水
道
料
金
を
引
き
下
げ
る
検
討
を
す
べ
き
。
古

賀
市
独
自
の
水
源
開
発
や
、
水
源
確
保
な
ど
将

来
を
見
据
え
た
水
の
開
発
が
必
要
。

西
尾　

耕
治

・
約
15
億
円
の
余
剰
金
の
活
用
は
、
公
営
企
業

法
に
基
づ
い
て
預
金
と
し
て
の
処
置
で
あ
り
、

何
ら
瑕
疵
は
な
い
。
市
が
単
独
で
水
の
確
保
を

す
る
こ
と
は
、
他
自
治
体
の
状
況
を
か
ん
が
み

て
も
到
底
困
難
。
経
営
状
況
も
適
正
で
あ
る
。

内
場　

恭
子

・
約
１
億
１
８
０
０
万
円
の
黒
字
。
資
格
証

69
件
、
短
期
証
明
書
６
７
８
件
の
発
行
は
命

に
関
わ
る
問
題
。
国
保
税
を
引
き
下
げ
て
ほ

し
い
と
い
う
、
市
民
の
声
に
応
え
て
い
な
い
。

内
場　

恭
子

・
介
護
保
険
料
は
安
い
と
は
い
え
ず
、
不
納

欠
損
２
４
１
人
の
7
割
が
経
済
的
理
由
。
一

般
財
源
か
ら
の
繰
り
出
し
を
増
や
し
、
保
険

料
を
下
げ
る
べ
き
。

西
尾　

耕
治

・
政
策
的
な
部
分
で
は
、
若
干
、

物
足
り
な
さ
も
感
じ
る
が
、
も
と

も
と
飛
躍
的
な
効
果
が
想
像
で
き

る
予
算
規
模
で
は
な
い
。
予
算
内

で
の
最
大
限
の
努
力
が
基
本
で
あ

り
、
市
民
の
た
め
に
よ
り
良
い
選

択
を
行
う
こ
と
が
重
要
。
今
後
も

古
賀
市
、
市
民
の
た
め
、
職
務
を

遂
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

阿
部　

友
子

・
教
育
部
門
の
手
厚
い
人
的
配
置

に
よ
る
施
策
の
継
続
や
、
良
好
な

市
街
地
・
住
環
境
の
形
成
に
お
い

て
、
市
街
化
調
整
区
域
の
地
区
計

画
の
決
定
等
を
評
価
す
る
が
、
公

共
交
通
網
整
備
事
業
は
市
民
の
満

足
が
い
く
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
市
民
力
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
意
識
が
薄
い
。

前
野　

早
月

・
平
成
24
年
度
も
各
部
署
で
の
職

員
の
努
力
に
よ
り
、
円
滑
な
行
政

運
営
が
行
わ
れ
た
と
認
識
。
当
初

予
算
と
決
算
の
ひ
ら
き
に
つ
い
て

は
、
国
の
経
済
対
策
が
背
景
に
あ

る
と
理
解
す
る
が
、
借
金
の
負
担

や
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
の
負

担
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
討
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

倉
掛　

小
竹

・
老
朽
化
が
進
む
リ
ー
パ
ス
プ
ラ

ザ
周
辺
設
備
の
着
手
、
18
歳
ま
で

の
子
ど
も
の
入
院
費
助
成
、
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
の
防
災
備
蓄
食
・
防

災
倉
庫
の
備
品
の
充
実
等
、
命
を

守
る
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
育
ち

を
保
障
す
る
施
策
を
評
価
。
今
後
、

公
共
施
設
の
全
体
像
を
見
据
え
た

検
討
・
取
り
組
み
に
着
手
す
べ
き
。

西
尾　

耕
治

・
予
算
の
執
行
状
況
は
、
決
算
上
逸
脱
し
て
お

ら
ず
、
適
正
な
範
囲
。
国
民
皆
保
険
を
維
持

す
る
た
め
に
も
、
生
活
弱
者
に
も
目
が
行
き
届

く
施
策
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

西
尾　

耕
治

・
本
市
で
は
こ
の
事
業
を
単
独
で
進
め
て
き
た

経
緯
も
あ
り
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
制
度
を

維
持
し
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
決

算
上
の
数
字
も
適
正
で
あ
る
。

○
古
賀
市
一
般
会
計

○
古
賀
市
水
道
事
業
会
計

○
古
賀
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
古
賀
市
介
護
保
険
特
別
会
計

反
対

反
対

賛
成

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

平
成
24
年
度
決
算
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活
用
す
る
事
業
等
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

　
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
委
員
長

：

清
原
哲
史
）
に
付
託
の

上
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
の
特
徴
は
、

国
の
要
請
に
基
づ
く
職
員
給
与
削

減
、
職
員
の
中
途
退
職
等
に
よ
る

約
３
５
０
０
万
円
の
減
額
が
主
な

特
徴
で
す
。

　
国
の
元
気
臨
時
交
付
金
、
県
の

介
護
基
盤
緊
急
整
備
補
助
金
等
を

　
文
化
財
収
蔵
庫
（
新
久
保

の
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
）
の
老

朽
化
が
著
し
く
、
平
成
22

年
に
「
修
繕･

改
修
計
画
」

が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
工
事
で
は
平
成

26
年
度
以
降
に
実
施
を
計

画
し
て
い
た
外
壁
の
改
修

を
前
倒
し
に
し
て
実
施
し

ま
す
。

　
高
齢
者
が
利
用
す
る
介
護
施
設

の
火
災
は
、
被
害
が
重
大
に
な
る

危
険
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
施
設

側
に
防
火
設
備
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
設
置
に

対
す
る
補
助
金
に
、
国
の
介
護
基

盤
緊
急
整
備
補
助
金
を
使
い
、
市

内
の
小
規
模
多
機
能
施
設
で
あ
る

「
余
香
庵
」
に
自
動
火
災
報
知
設
備

を
設
置
し
ま
す
。

　
今
回
の
補
助
に
よ
り
、
市
内
の

地
域
密
着
型
施
設
７
カ
所
す
べ
て

に
防
火
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　（
仮
称
）
青
柳
篠
林
地
域
物
流
団

地
の
開
発
区
域
（
19
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

に
は
現
在
２
１
９
筆
、
７
つ
の
小

字
が
混
在
し
て
い
ま
す
。
土
地
の

開
発
に
合
わ
せ
、
区
画
ご
と
に
字

を
整
理
す
る
こ
と
は
、
市
の
企
業

誘
致
等
の
観
点
か
ら
も
重
要
と
の

こ
と
か
ら
、
造
成
工
事
を
行
い
23

区
画
に
再
編
す
る
に
当
た
っ
て
、

小
字
の
廃
止
を
す
る
も
の
で
す
。

　
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
古

く
か
ら
の
地
名
で
あ
る
字
に
つ
い

て
、
歴
史
的
・
文
化
的

価
値
あ
る
も
の
と
し
て

保
存
す
る
責
務
が
、
市

に
あ
る
。
取
り
扱
い
の

基
準
等
は
と
の
問
に
、

字
の
変
遷
と
い
う
の
も

重
要
と
認
識
し
て
い

る
。
開
発
の
事
績
の
中

で
保
存
す
る
。

　
本
会
議
で
は
、
開
発

に
よ
り
旧
地
名
、
字
名

が
単
純
化
、
簡
素
化
さ

れ
る
こ
と
は
や
む
を
得

ず
、
そ
の
必
要
性
は
理

解
す
る
が
、
今
回
廃
止

さ
れ
る
小
字
名
で
あ
る
才さ

い

崎ざ
き

、
横よ

こ

枕
ま
く
ら

、
篠し

の

林
ば
や
し

、
瓜う

り

尾お

、
踊

お
ど
り

ケが

浦う
ら

、
八は

っ

反た
ん

田だ

な
ど
、
こ
の
地
の
足
跡
を
後

世
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
肝
心
。
歴
史

好
き
な
も
の
だ
け
が
時
間
を
か
け

て
調
べ
な
い
と
わ
か
ら
な
い
、
と

い
う
こ
と
に
な
ら
ぬ
よ
う
措
置
を

講
じ
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
賛

成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。
採
決
の

結
果
、
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会（
８
月
29
日
～
９
月
26
日
）の
議
案
審
議
の
要

点
を
報
告
し
ま
す
。

第
３
回
定
例
会
の
主
な
審
議

一
般
会
計
減
額
補
正

職
員
給
与
約
３
５
０
０
万
円
の
減
額

�

文
化
財
収
蔵
庫
の
改
修
等
に
国
県
の
補
助
金
活
用

開
発
に
伴
い
「
字
（
あ
ざ
）」
を
廃
止

地
名
に
親
し
む
歴
史
を
ど
う
残
す

老
朽
化
対
策
に
文
化
財
収
蔵
庫
改
修
工
事�

４
８
０
万
円

介
護
施
設
に
防
火
設
備

�

１
３
０
万
円

文
化
財
保
護
の
た
め
の

用
地
測
量

�

１
２
０
万
円

　
谷
山
北
地
区
遺
跡
群
の
馬
具
埋

納
坑
が
発
見
さ
れ
、
調
査
、
保
護

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
調

査
範
囲
が
、
農
地
の
基
盤
整
備
事

業
の
用
地
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
除
外
す
る
た
め
の
面
積
測

量
を
行
う
経
費
で
す
。

文化財収蔵庫として使用される旧給食センター

ホケ尺

立花口

篠林

栗原

横枕 八反田

才崎

瓜尾

踊ケ浦
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平成 25年第３回定例会　議案の議員別賛否一覧
会期：平成２５年８月２９日～９月２６日

号
　
数

議
案
名

結
　
果

反
　
対
：

賛
　
成

倉
掛
　
小
竹

許
山
　
秀
仁

前
野
　
早
月

清
原
　
哲
史

阿
部
　
友
子

松
島
　
岩
太

田
中
　
英
輔

内
場
　
恭
子

芝
尾
　
郁
恵

結
城
　
弘
明

三
好
　
貴
一

姉
川
さ
つ
き

仲
道
　
誠
明

髙
原
　
伸
二

吉
住
　
長
敏

飯
尾
　
助
広

舩
越
　
義
彰

西
尾
　
耕
治

奴
間
　
健
司

68 平成２５年度古賀市一般会計補正予算（第２号） 可決 17 ： 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
職
の
た
め
、
可
否
同
数
の
時
以
外
、
表
決
に
参
加
し
な
い

69
平成２５年度古賀市国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）

可決 17 ： 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

70
平成２５年度古賀市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）

可決 16 ： 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

71
平成２５年度古賀市介護保険特別会計補正予算
（第１号）

可決 17 ： 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

72
平成２５年度古賀市公共下水道事業特別会計補
正予算（第１号）

可決 17 ： 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

73
平成２５年度古賀市農業集落排水事業特別会計
補正予算（第１号）

可決 17 ： 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

74 平成２５年度古賀市水道事業会計補正予算（第１号） 可決 17 ： 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

75 平成２４年度古賀市一般会計決算の認定 認定 17 ： 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

76
平成２４年度古賀市住宅新築資金等貸付事業特
別会計決算の認定

認定 17 ： 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

77
平成２４年度古賀市国民健康保険特別会計決算
の認定

認定 17 ： 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

78
平成２４年度古賀市後期高齢者医療特別会計決
算の認定

認定 14 ： 4 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

79 平成２４年度古賀市介護保険特別会計決算の認定 認定 17 ： 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

80
平成２４年度古賀市公共下水道事業特別会計決
算の認定

認定 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

81
平成２４年度古賀市農業集落排水事業特別会計
決算の認定

認定 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

82 平成２４年度古賀市水道事業会計決算の認定 認定 17 ： 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

83 字の区域の廃止 可決 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

84 地方税財源の充実確保を求める意見書の提出 可決 17 ： 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成　●は反対　議員は議席番号順（■■は議員提出議案）

地
球
社
会
建
設
に
関
す
る
陳
情
書

（
８
月
６
日
）

�

　
陳
情
者
　
荒あ

ら

木き

　
實

み
の
る

「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温

暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方
の
財

源
確
保
の
た
め
の
意
見
書
採
択
」

に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て

（
８
月
８
日
）

　
全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進

　
議
員
連
盟
　
会
長
　
板
垣
一
徳

（
新
潟
県
村
上
市
議
会
議
長
）

陳　
　
　

情

地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
地
方
財
源
は
社
会
保
障
関
係
費

な
ど
の
増
加
や
地
方
税
収
の
減
収

に
よ
り
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
税
制
改

正
を
前
に
、
固
定
資
産
税
、
自
動

車
取
得
税
、
重
量
税
な
ど
の
取
り

扱
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
市
議
会
議
長
会
で
は
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
や
ま
ち
づ
く
り
を
安

定
的
に
行
う
に
は
、
地
方
税
財
源

の
充
実
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
政
府
与
党
に
対
す
る
最

重
点
要
望
事
項
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
議
会
運
営
委
員
会
で
意
見
書
案

を
議
会
に
対
し
提
出
す
る
こ
と
と

し
、
採
決
の
結
果
、
本
会
議
に
お

い
て
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
政
府

に
提
出
し
ま
し
た
。

　
提
出
者
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
委
員
長
　
結
城
　
弘
明

意　

見　

書
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問　

西
鉄
バ
ス
の
利
用
者
は

毎
月
の
利
用
者
は
小
竹
系
統

で
増
便
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
３
カ
月
で
約
５
５
０
０

人
減
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
。

答　

小
竹
区
に
住
ん
で
い
る

人
が
新
宮
中
央
駅
を
利
用
し

て
い
る
話
も
あ
る
が
、
減
少

の
原
因
は
分
か
ら
な
い
。

問　

Ｏ
Ｄ
調
査
に
頼
る
の
で

◎は委員長、○は副委員長

は
な
く
調
査
分
析
が
必
要
。

答　

極
端
な
影
響
が
出
た
場

合
は
詳
し
く
調
査
す
る
。

問　

地
域
型
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
進
み
具
合
は
。

答　

６
月
中
の
区
長
会
と
民

生
委
員
会
で
内
容
に
つ
い
て

説
明
。
モ
デ
ル
地
域
の
募
集

を
し
て
い
る
。
市
内
の
２
区

か
ら
興
味
が
あ
る
と
い
う
話

が
あ
っ
た
が
、
進
展
し
て
い

な
い
。

問　

要
綱
は
整
理
さ
れ
て
い

る
か
。

答　

す
で
に
整
理
を
し
て
い

る
。

転
入
理
由
は
利
便
性

問　

転
入
と
転
出
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
総
合
的
に
見
た
結

果
と
分
析
は
。

答　

転
入
者
が
古
賀
市
を
選

ん
だ
理
由
は
、
交
通
利
便
性

が
大
き
な
要
素
。

問　

美
明
地
区
の
入
居
率
は
。

答　

数
字
は
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
い
。

ま
だ
課
題
が
多
い
公
共
交
通

　
健
康
づ
く
り
や
元
気
な
高

齢
者
社
会
に
つ
な
が
る
テ
ー

マ
の
報
告
や
、
質
疑
が
目
立

ち
ま
し
た
。
予
防
健
診
課
で

は
、
生
涯
学
習
推
進
課
と
連

携
し
正
興
電
機
労
働
組
合
が

主
催
す
る
健
康
フ
ェ
ア
に
出

向
き
、
社
員
と
そ
の
家
族
約

70
人
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
健

康
測
定
の
取
り
組
み
が
、
注

目
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
区
で
受
診
呼
び
か
け

　
特
定
健
診
は
、
昨
年
に
比

べ
て
３
５
０
人
の
増
加
。
各

種
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
受

診
率
が
低
く
、
今
年
度
初
め

て
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
を
設

健
康
づ
く
り
に
官
民
連
携

文
教
厚
生

委
員
会

◎
芝
尾
郁
恵　

倉
掛
小
竹

○
清
原
哲
史　

阿
部
友
子

　

松
島
岩
太　

姉
川
さ
つ
き

（
８
月
２
日
・
５
日
）　

総
務
委
員
会

◎
内
場
恭
子　

許
山
秀
仁

○
田
中
英
輔　

髙
原
伸
二

　

吉
住
長
敏　

西
尾
耕
治

（
８
月
１
日
）　

問　

定
住
化
促
進
と
い
う

観
点
で
把
握
が
必
要
で
は
。

答　

整
理
し
、
提
出
し
た

い
。

近
隣
市
の
定
住
化
策
の
情

報問　

福
津
市
、
宗
像
市
、

新
宮
町
等
、
他
市
町
の
定

住
化
の
庁
内
の
動
き
方
、

対
策
、
政
策
は
、
当
然
情

報
と
し
て
把
握
し
て
い
る

か
。

答　

建
物
へ
の
補
助
や
医

療
費
の
補
助
等
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、
内
容
は
把
握
し

て
い
る
。

け
、
受
診
者
が
２
０
０
人
を

超
え
ま
し
た
。
受
診
率
が
低

い
小
野
校
区
に
は
、
職
員
が

行
政
区
に
出
向
き
、
受
診
勧

奨
し
ま
し
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
行
動
計
画

問　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
で
県
の
行
動
計
画
が
９

月
に
は
で
き
る
。
市
の
計
画

が
完
成
す
る
時
期
は
。

答　

年
内
に
策
定
の
め
ど
は

立
て
た
い
。

介
護
施
設
の
待
機
状
況

問　

介
護
施
設
の
待
機
状
況

は
。

答　

清
滝
の
郷
で
は
17
人
。

み
ど
り
苑
で
は
市
内
外
合
わ

せ
１
６
０
人
の
待
機
者
が
あ

る
。

高齢者の市内での買い物

員会報告
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市
民
建
産

委
員
会

◎
飯
尾
助
広　

前
野
早
月

○
舩
越
義
彰　

結
城
弘
明

　

三
好
貴
一　

仲
道
誠
明

（
７
月
30
日
・
８
月
６
日
）　

問　

下
水
道
管
や
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
の
予
防
保
全
、
長
寿
命

化
対
策
は
。

答　

平
成
25
年
度
か
ら
29
年

度
ま
で
の
年
次
計
画
に
よ
り

下
水
道
管
約
４
９
０
メ
ー
ト

ル
、
蓋
１
８
１
カ
所
の
改
良

を
行
う
。

問　

定
期
点
検
の
状
況
は
。

答　

陥
没
個
所
、
雨
水
が
入

り
込
む
場
所
に
カ
メ
ラ
を
入

れ
土
砂
の
堆
積
状
態
を
調
査

し
て
い
る
が
、
全
部
は
や
っ

て
い
な
い
。

小
野
里
団
地
の
給
水
問
題

問　

小
野
里
団
地
へ
の
給

水
区
域
の
拡
大
に
つ
い
て

１
２
９
世
帯
の
署
名
が
あ
っ

た
。
井
戸
の
水
位
も
下
が
っ

て
い
る
状
況
だ
が
。

答　

配
水
池
と
小
野
里
団
地

の
高
さ
が
同
程
度
で
自
然
配

水
は
困
難
。
途
中
で
加
圧
ポ

ン
プ
を
配
置
す
る
費
用
の
問

題
や
、
給
水
区
域
外
で
国
の

認
可
も
必
要
に
な
る
。

水
道
事
業
会
計
の
資
産
二
重

計
上

問　

水
道
事
業
会
計
資
産
の

二
重
決
算
は
な
ぜ
発
生
し
た

の
か
。

答　

平
成
26
年
度
新
会
計
制

度
移
行
に
伴
い
資
産
の
財
源

整
理
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
工

事
負
担
金
と
受
贈
財
産
を

下
水
道
管
の
長
寿
命
化

二
重
計
上
し
た
誤
り
が
判

明
。
特
別
損
失
で
結
果
的
に

５
８
１
０
万
円
の
純
損
失
と

な
る
。

特
定
用
途
制
限
地
域
の
規
則

制
定
は

問　

12
月
条
例
施
行
に
関
し

て
の
進
捗
は
。
開
発
に
つ
い

て
は
市
長
独
断
と
は
せ
ず
、

多
角
的
に
必
要
性
の
判
断

を
。

答　

新
し
い
手
法
、
自
然
を

守
る
市
民
の
期
待
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
公
平
公
正
に

運
用
す
る
条
例
施
行
規
則
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

海
津
木
苑
存
続
問
題

問　

海
津
木
苑
の
存
続
期
間

は
残
り
10
年
間
と
な
っ
た

が
。

答　

将
来
構
想
を
ふ
ま
え
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
会

議
を
立
ち
上

げ
た
。

滞
納
者
整
理
の

相
談

問　

フ
ァ
イ

ナ
ル
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー

に
24
人
の
相

談
が
あ
っ
て

お
り
、
対
策
済
み
が
11
人
と

の
こ
と
。
対
策
済
み
と
は
。

答　

滞
納
者
か
ら
話
を
聞
い

て
、
今
後
の
整
理
の
方
針
が

確
定
し
た
人
数
を
さ
す
。

扇
風
機
設
置
工
事
に
つ
い
て

問　

扇
風
機
の
設
置
工
事

は
、
厳
し
い
暑
さ
を
考
え
、

早
急
に
進
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答　

今
年
度
は
２
校
。
来
年

度
も
予
算
要
求
す
る
。
な
る

べ
く
多
く
の
学
校
に
つ
け
た

い
。

文
化
芸
術
振
興
計
画
と
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
完
成

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
お
こ
す
」

問　

文
化
芸
術
振
興
計
画
の

核
に
な
る
も
の
は
何
か
。

答　

古
賀
市
の
眠
っ
て
い
る

宝
を
起
こ
す
、
新
し
い
魅
力

を
興
す
こ
と
で
、
市
民
が
誇

り
を
持
て
る
よ
う
に
、
啓
発

的
な
ス
タ
ン
ス
を
取
り
入
れ

て
い
る
部
分
で
あ
る
。

市内事業所での健康測定

小野里団地（米多比）の簡易水道施設

常任委

　通常、委員会では会期中に付託
された議案の審査等を行っていま
すが、古賀市では議会閉会後も委
員会毎に継続審査を行い、年間を
通してさまざまな調査研究を実施
しています。
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一

聞
こ
こ
が般

質

問
き
た
い
！

市
長
の
任
期
残
り
１
年
、
直
ち
に
行
動
を

（
答
）
し
っ
か
り
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
い

さ
ら
な
る
古
賀
市
の
活
性
化
策
は

（
答
）
協
議
を
行
っ
て
い
る

◇議会だよりに掲載する一般質問の原稿は、議会会議録をもとに質問した議員の責任でまとめたものです。

問
　
公
約
へ
の
取
り
組
み
は
。

循
環
型
社
会
研
究
の
活
用
は
。

市
長
　
古
賀
清
掃
工
場
の
改

善
は
、
玄
界
環
境
組
合
で
今

後
の
運
営
を
検
討
中
。
研
究

会
は
、
廃
棄
物
処
理
を
議
論

し
、
来
年
３
月
答
申
を
予
定
、

実
現
へ
の
検
討
を
進
め
る
。

問
　
残
り
は
１
年
、
大
丈
夫

か
、
熟
慮
す
る
時
間
が
な
い
。

公
約
の
子
ど
も
の
権
利
条
例
、

小
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も

医
療
費
無
料
化
実
現
は
。
少

人
数
学
級
の
拡
大
は
。

市
長
　
子
ど
も
の
権
利
条
例

は
、
子
育
て
支
援
推
進
の
基

本
条
例
制
定
の
中
で
研
究
。

子
ど
も
医
療
の
小
学
校
卒
業

ま
で
の
通
院
費
無
料
は
、
財

政
を
考
慮
し
検
討
し
た
い
。

教
育
長
　
市
独
自
の
人
的
な

配
置
等
の
施
策
を
継
続
。
少

人
数
学
級
の
拡
大
は
、
今
後

も
国
や
県
に
要
望
す
る
。

問
　
路
線
バ
ス
の
改
善
、
利

用
促
進
は
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
運
行
す
べ
き
だ
が
。

市
長
　
西
鉄
バ
ス
と
運
行
ダ

イ
ヤ
や
ル
ー
ト
を
検

討
。
今
年
度
は
、
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
た

地
域
移
動
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
予
定
。
今
は

西
鉄
バ
ス
へ
の
補
助

が
最
良
の
選
択
。

問
　
国
の
社
会
保
障

費
の
削
減
で
医
療
費

問
　
８
月
初
め
に
突
然
福
岡

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス

フ
ァ
ー
ム
球
場
移
転
話
が
持

ち
上
が
っ
た
。
候
補
地
募
集

中
と
の
こ
と
で
、
現
在
、
約

20
の
自
治
体
が
名
乗
り
を
挙

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
誘
致
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

　
市
民
か
ら
ホ
ー
ク
ス

フ
ァ
ー
ム
球
場
誘
致
に
つ
い

て
の
強
い
希
望
が
出
て
い
る

が
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

私
の
描
く
夢
は
フ
ァ
ー
ム
球

場
を
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
近

辺
に
も
っ
て
行
き
二
つ
の
施

設
を
一
体
化
し
て
、
い
つ
も

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
声
や
老

若
男
女
が
行
き
か
う
公
園
を

造
る
こ
と
。
古
賀
の
人
気
の

ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

は
、
国
保
税
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
や
窓
口
負
担

は
、
介
護
保
険
の
保
険
料
や

利
用
料
、
要
支
援
１
、２
の
方

は
ど
う
な
る
か
。

市
長
　
医
療
保
険
制
度
改
革

の
法
案
整
備
は
こ
れ
か
ら
、

国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

介
護
保
険
料
、
利
用
料
も
要

支
援
１
、２
の
方
へ
の
影
響
も

不
明
。
国
の
動
向
を
見
守
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は

把
握
し
て
い
な
い
。

問
　
公
約
実
現
を
、
循
環
型

社
会
の
構
築
、
清
掃
工
場
へ

の
負
担
軽
減
、
子
ど
も
医
療

費
無
料
化
や
少
人
数
学
級
の

拡
大
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
、
国
保
税
、
介
護
保
険

料
の
引
き
下
げ
、
医
療
費
の

減
、
安
心
の
古
賀
市
と
な
る

よ
う
直
ち
に
行
動
を
。

市
長
　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー

ク
ス
の
フ
ァ
ー
ム
誘
致
に
つ

い
て
は
、
交
通
利
便
性
を
生

か
し
ホ
ー
ク
ス
誘
致
を
積
極

的
に
勧
め
る
。

問
　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
尋

ね
る
。
今
青
柳
の
篠
林
地
区

の
物
流
団
地
造
成
工
事
が
進

ん
で
い
る
が
、
進
捗
状
況
は

ど
う
な
の
か
。
企
業
誘
致
推

進
本
部
で
の
進
展
は
。

市
長
　
定
住
人
口
の
増
加
や

雇
用
創
出
、
安
定

し
た
税
収
の
確
保

に
向
け
て
私
を
本

部
長
と
し
て
協
議

を
行
っ
て
い
る
。

問
　
古
賀
の
活
性

化
の
た
め
に
は
、

若
年
層
を
巻
き
込

ん
で
市
を
活
性
化

さ
せ
る
取
り
組
み

が
必
要
。
８
月
に

行
わ
れ
た
古
賀
市

観
光
協
会
・
よ
し

も
と
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
主

催
ふ
る
さ
と
大
使
大
吉
さ
ん

の
里
帰
り
公
演
は
満
員
で
、

子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
み
ん

な
を
笑
顔
に
す
る
と
て
も
元

気
が
出
る
公
演
だ
っ
た
。

市
長
　
大
吉
さ
ん
に
ふ
る
さ

と
大
使
と
し
て
各
方
面
に
わ

た
っ
て
古
賀
の
こ
と
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝

を
し
て
い
る
。

舩越　義彰
（自由）

内場　恭子

工事が進む篠林物流団地

安心の国保・介護に

一
　
般
　
質
　
問
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◇一般質問は届け出順で掲載しています。

問
　
応
募
の
手
を
挙
げ
た
以

上
、
何
も
で
き
な
い
ま
ま
終

わ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
戦
っ

て
い
く
の
か
が
見
え
な
い
。

今
後
の
計
画
は
。

市
長
　
市
民
、
関
係
団
体
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
取

り
組
み
た
い
。

問
　
卒
直
に
言
っ
て
手
を
挙

げ
る
の
が
遅
か
っ
た
の
で
は
。

市
長
　
遅
れ
た
こ
と
は
否
め

な
い
が
、
地
権
者
の
意
向
を

踏
ま
え
て
表
明
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
部
分
も
あ
っ
た
。

問
　
過
ぎ
た
こ
と
は
今
後
の

反
省
と
し
て
活
か
し
て
も
ら

い
た
い
。
誘
致
の
場
所
は
。

市
長
　
現
時
点
で
は
申
し
上

げ
ら
れ
な
い
。

問
　
今
ま
で
は
土
地
が
な
い

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
フ
ァ
ー
ム
誘
致
の
考
え
は

（
答
）
誘
致
を
成
功
さ
せ
た
い

ネ
ッ
ト
依
存
か
ら
子
ど
も
を
守
れ

（
答
）
古
賀
市
に
お
い
て
も
対
策
を
強
化
し
て
い
く

と
い
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
、

誘
致
で
き
る
土
地
が
あ
る
と

い
う
宣
伝
に
は
な
っ
た
の
で

は
。
今
回
駄
目
で
も
、
提
案

の
土
地
が
今
後
の
古
賀
市
を

発
展
さ
せ
、
活
用
が
期
待
で

き
る
か
ど
う
か
尋
ね
た
い
。

副
市
長
　
次
の
段
階
に
そ
の

土
地
が
活
用
で
き
る
よ
う
、

方
策
も
考
え
て
い
る
。

婚
活
支
援
事
業
に
着
手
し
、

若
い
世
代
の
定
住
を
推
進
し

て
は

問
　
少
子
化
対
策
と
と
も

に
、
若
い
世
代
の

流
出
を
止
め
よ
う

と
、
多
く
の
自
治

体
が
婚
活
事
業
に

着
手
し
て
い
る

が
。

市
長
　
古
賀
市
内

の
団
体
が
実
施
す

る
場
合
、
支
援
を

し
て
い
く
。

問
　
福
岡
県
が

行
っ
て
い
る
「
新

た
な
出
会
い
応
援
事
業
」
の

登
録
は
無
料
。
２
年
前
に
登

録
を
前
向
き
に
検
討
す
る
と

答
弁
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に

古
賀
市
は
登
録
を
し
て
い
な

い
が
。

経
営
企
画
課
長
　
登
録
す
る

方
向
で
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
こ
の
２
年
間
、
検
討
を

何
も
し
な
か
っ
た
の
か
。

市
長
　
登
録
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
は
、
反
省
す
べ

き
と
こ
ろ
だ
。
速
や
か
に
登

録
を
す
る
。

問
　
子
ど
も
の
メ
デ
ィ
ア
漬

け
の
問
題
は
、
親
が
メ
デ
ィ

ア
漬
け
の
ケ
ー
ス
が
多
く
、

子
ど
も
と
同
時
に
、
親
に
対

す
る
教
育
が
必
要
と
な
る
が
、

主
要
施
策
の
中
で
位
置
付
け

る
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
　
こ
れ
は
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
考
え
、
対
応
の

仕
方
を
考
え
た
い
。

問
　
メ
デ
ィ
ア
と
接
触
す
る

時
間
が
、
一
日
当
た
り
何
時

間
あ
る
の
か
な
ど
の
実
態
調

査
を
す
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
　
実
態
調
査
に
つ

い
て
は
、
非
常
に
貴
重
な
意

見
と
し
て
、
対
応
し
て
い
き

た
い
。

問
　
メ
デ
ィ
ア
を
使
い
こ
な

す
能
力
を
、
身
に
着
け
さ
せ

る
た
め
の
教
育
が
必
要
と
思

う
が
い
か
が
か
。

教
育
長
　
学
校
で
や
る
の
と

同
時
に
、
親
に
対
し
て
の
啓

も
う
を
、
も
っ
と
強
め
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
　
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
の

研
修
が
重
要
だ
が
。

教
育
部
長
　
先
生
方
に
は
、

メ
デ
ィ
ア
の
正
し
い
利
用
の

仕
方
の
研
修
を
し
て
い
く
。

問
　
メ
デ
ィ
ア
漬
け
・
ネ
ッ

ト
依
存
に
対
す
る
組
織
づ
く

り
が
必
要
と
思
う
が
い
か
が

か
。

教
育
部
長
　
メ
デ
ィ

ア
に
特
化
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
な
い

が
、
要
保
護
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
含
め
、
福

祉
部
と
連
携
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
崩
壊
が
、
ネ
ッ
ト

依
存
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
地
域
に

お
け
る
子
育
て
支
援
の
整
備

に
向
け
、
子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
配
置
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

市
長
　
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
　
韓
国
で
は
、
国
を
挙
げ

て
メ
デ
ィ
ア
漬
け
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
古
賀
市

と
し
て
も
、
こ
の
対
策
を
国

に
要
請
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
市
長
会
等
の
場
に
お

い
て
、
提
案
・
提
言
し
て
い

く
。

清原　哲史
（希来里）

姉川さつき
（自由）

職員もがんばった誘致活動

急増する子どものネット依存

一
　
般
　
質
　
問
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プ
に
力
を
入
れ
る
。

問
　
増
便
し
た
が
利
用
が

減
っ
た
。
乗
り
継
ぎ
な
し
の

運
行
を
始
め
た
が
、
そ
の
検

証
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　
利
用
者
の
声
を
活
か
す
研

究
体
制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長
　
今
後
研
究
し
た

い
。

定
住
化
を
促
進
す
る
支
援
策

の
強
化
を

市
長
　
就
労
機
会
の
創
出
を

図
り
、
定
住
化
に
つ
な
が
る

事
業
を
検
討
し
て
い
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
事
業
の
拡

大
、
充
実
は
検
討
す
る
。

問
　
今
年
度
の
転
入･

転
出

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
交
通
の

利
便
性
が
低
い
」
な
ど
が
上

位
で
あ
る
。
第
４
次
総
合
振

興
計
画
で
は
、
効
果
的
な
移

動
手
段
の
確
保
を
め
ざ
し
て

い
る
。
現
状
を
ど
う
見
て
い

る
か
。

市
長
　
バ
ス
停
か
ら
５
０
０

メ
ー
ト
ル
以
内
の
高
齢
者
人�

口
カ
バ
ー
率
は
約
97
％
だ
が
、�

便
数
が
少
な
い
所
も
あ
り
、
検

討
が
必
要
と
考
え
る
。

問
　
前
年
度
小
竹
線
で
４
４

０
０
人
減
少
す
る
な
ど
、
利

用
は
頭
打
ち
で
、
運
行
収
入

も
減
少
し
た
が
、
原
因
も
つ

か
め
て
い
な
い
。
分
析
が
必

要
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長
　
事
業
者
と
も
協

議
し
分
析
し
た
い
。
補
助
金

公
共
交
通
の
道
筋
を
任
期
中
に
示
す
べ
き
だ

（
答
）
改
善
を
進
め
て
い
る

コ
ミ
ニ
ュ
テ
イ
推
進
に
大
型
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

（
答
）
候
補
地
は
幾
つ
か
あ
り
、
任
期
中
に
示
し
た
い

◇議会だよりに掲載する一般質問の原稿は、議会会議録をもとに質問した議員の責任でまとめたものです。

の
効
果
が
最
大
限
に
上
が
る

よ
う
に
努
力
す
る
。

問
　
市
長
は
公
約
で
公
共
交

通
の
利
便
性
の
向
上
を
、
重

要
施
策
と
し
て
い
る
、
任
期

中
に
道
筋
を
示
す
べ
き
だ
。

市
長
　
研
究
を
進
め
て
い
る
。

今
後
も
改
善
を
進
め
る
。

問
　
議
会
は
「
現
状
を
維
持

す
る
だ
け
の
補
助
は
慎
重
に

考
察
す
る
こ
と
」
を
提
言
し

て
い
る
が
、
検
討
さ
れ
た
か
。

経
営
企
画
課
長
　
補
助
金
の

基
本
的
な
ル
ー
ル
は
検
討
し

て
い
な
い
。

問
　
赤
字
補
て
ん
か
ら
事
業

者
の
経
営
努

力
を
促
す
補

助
金
を
検
討

す
べ
き
で
は

な
い
か
。

総
務
部
長
　

今
後
も
協
議

を
進
め
利
便

性
の
向
上
、

利
用
の
ア
ッ

問
　「
つ
な
が
り
に
ぎ
わ
う
こ

が
」
実
現
と
進
捗
は
。

市
長
　
平
成
23
年
度
商
工
政

策
課
を
設
置
、
雇
用
増
加
や

企
業
誘
致
に
取
り
組
み
推
進

中
。
観
光
振
興
は
観
光
協
会

と
民
間
業
者
と
努
力
中
。

問
　
全
国
で
人
口
が
激
減
す

る
中
、
古
賀
市
も
減
少
傾
向

だ
。

市
長
　
西
濃
運
輸
跡
地
と
し

し
ぶ
駅
前
に
マ
ン
シ
ョ
ン
開

発
が
始
ま
り
、
さ
ら
に
住
宅

候
補
地
も
あ
り
職
住
接
近
で

し
っ
か
り
雇
用
対
策
す
る
。

イ
ン
タ
ー
や
古
賀
駅
周
辺
の

再
開
発
や
企
業
誘
致
は
公
約

で
、
ぜ
ひ
期
待
し
て
ほ
し
い
。

問
　
市
内
に
戸
建
て
空
き
家

約
６
０
０
戸
は
経
済
や
防
犯

な
ど
で
問
題
だ
、
対
策
は
。

総
務
部
長
　
50
年
以
上
経
過

し
た
空
き
家
調
査
を
開
始
し

た
。

問
　
民
間
で
推
進
中
の
久
保

地
区
等
調
整
区
域
で
の
開
発

に
対
す
る
市
の
姿
勢
は
。

総
務
部
長
　
登
記
や
技
術
等

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
フ
ァ
ー

ム
球
場
誘
致
を
機
会
に
情
報

管
理
を
高
め
る
べ
き
だ
。

市
長
　
こ
の
点
は
日
ご
ろ
か

ら
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
。

担
当
実
務
部
署
は
別
と
し
て

職
員
と
鋭
意
努
力
し
た
い
。

問
　
大
吉
先
生
の
ふ
る
さ
と

大
使
と
し
て
の
古
賀
市
の
宣

伝
効
果
は
大
き
い
、
先
生
と

呼
ぶ
こ
と
に
批
判
す
る
声
も

あ
る
が
貢
献
大
と
評
価
す

る
。
予
算
も
な
い
上
、
要
綱

も
不
十
分
だ
。

総
務
部
長
　
市
の
風
土
な

ど
、
ふ
る
さ
と
大
使
の
役
目

を
果
た
し
て
い
る
と
評
価
す

る
。

問
　
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
推
進
に

大
型
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
新
設
を

願
い
、
質
問
す
る
の
は
今
回

で
４
度
目
だ
。
古
賀
市
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
も
追
っ
て
陳

情
書
が
出
る
が
。

市
長
　
私
は
新
設
の
意
気
込

み
を
示
し
た
。
幾
つ
か
候
補

地
は
あ
る
。
任
期
中
に
方
向

性
と
場
所
を
示
せ
れ
ば
と
思

案
中
。

問
　
環
境
審
議
会
も
稼
働
し

た
。
資
源
循
環
型
社
会
へ
の

構
築
は
。

市
長
　
上
位
計
画
と
整
合
を

は
か
り
な
が
ら
３
Ｒ
を
含
め

策
定
中
。

利用者の声を活かした公共交通に

大型球場グラウンドと体育館の新設実現を

752,516 

700 000
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688,015 
680,195 

699,857 

600,000 

700,000 
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運行収入金 額 百円
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402,003 403,353 

397,670 400,000 

500,000 
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267,781 236,998 

267,585 

288,790 

342,940 

200,000 

300,000 

0

100,000 補助金を増やし増便したが利
用は伸びず運行収入は減少

0 

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

田中　英輔
（山海会）

結城　弘明
（政風会）

一
　
般
　
質
　
問

12こが市議会だより65号



◇一般質問は届け出順で掲載しています。

連
絡
協
議
会
主
催
の
資
格
取

得
の
た
め
の
研
修
を
事
業
所

に
促
し
て
は
。

教
育
部
長
　
す
で
に
事
業
所

に
よ
る
研
修
は
行
っ
て
い
る

が
、
内
容
に
つ
い
て
は
今
後

鋭
意
研
究
し
て
い
く
。

問
　
長
期
休
暇
を
含
め
る

と
、
学
校
で
過
ご
す
時
間
よ

り
約
４
６
０
時
間
長
く
学
童

で
過
ご
す
子
も
い
る
。
学
童

保
育
の
役
割
と
指
導
員
の
責

任
の
重
さ
を
認
識
し
、
劣
悪

で
不
安
定
な
雇
用
の
環
境
も

改
善
し
て
ほ
し
い
。

共
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
職
員

の
対
話
力
か
ら

問
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
団
体
数
な
ど

市
民
側
の
目
標
だ
け
で
な

く
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

な
れ
る
職
員
の
目
標
数
を
掲

げ
て
は
。

総
務
部
長
　
研
修
は
行
っ
て

い
る
。
人
事
課
で
庁
内
の
人

材
育
成
が
で
き
て
い
る
か
み

て
い
く
。

問
　
学
童
保
育
の
利
用
者
は

全
国
で
88
万
人
を
超
え
、
過

去
最
多
と
な
っ
た
。
本
市
に

お
い
て
も
全
児
童
数
の
16
・

６
％
、
５
５
３
人
が
入
所
し

て
い
る
。
今
後
も
ニ
ー
ズ
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
。

市
長
　
学
童
保
育
は
働
く
親

学
童
保
育
指
導
員
の
研
修
と
処
遇
改
善
を

（
答
）
委
託
先
と
の
協
議
を
進
め
、
資
質
向
上
に
努
め
る

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
導
入
で
健
康
増
進
、
地
域
活
性
を

（
答
）
大
変
有
効
な
取
り
組
み
と
考
え
検
討
を
行
う

の
就
労
保
障
と
子
ど
も
た
ち

の
発
達
保
障
の
役
割
を
担
う

重
要
な
施
策
。
年
齢
に
応
じ

た
指
導
方
法
な
ど
、
今
後
の

施
策
の
充
実
に
努
め
た
い
。

問
　
児
童
福
祉
法
の
改
正
に

よ
り
、
今
後
６
年
生
ま
で
の

受
け
入
れ
拡
大
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
市
と
し
て
来
年
度

か
ら
の
受
け
入
れ
は
可
能

か
。

教
育
長
　
条
例
、
要
綱
の
整

備
も
あ
る
が
、
施
設
の
充
実

や
指
導
員
の
確
保
の
面

で
も
来
年
度
実
施
は
難

し
い
。
も
う
一
年
待
っ

て
ほ
し
い
。

問
　
市
は
学
童
保
育
指

導
員
の
資
格
保
持
者
の

実
態
を
把
握
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
だ

が
、
国
の
方
向
性
を
見

据
え
、
い
ち
早
く
資
格

取
得
に
乗
り
出
し
て
い

る
自
治
体
も
少
な
く
な

い
。
福
岡
県
学
童
保
育

問
　
１
期
目
の
任
期
終
了
ま

で
あ
と
１
年
、
交
通
不
便
地

対
策
な
ど
、
先
進
地
視
察
で

得
た
も
の
を
早
急
に
施
策
に

移
す
べ
き
。

市
長
　
今
後
も
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
、
市
で
適
用
で
き
る

部
分
を
見
出
し
て
い
き
た

い
。

問
　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る

今
、
健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

市
民
が
も
っ
と
元
気
に
な
る

施
策
を
積
極
的
に
展
開
す
べ

き
。
現
在
、
袋
井
市
な
ど
が

取
り
組
む
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

は
、
特
定
健
診
や
が
ん
検

診
、
ま
た
個
人
で
決
め
た
運

動
目
標
ク
リ
ア
で
ポ
イ
ン
ト

が
つ
き
、
地
元
飲
食
店
で
の

食
事
や
、
学
校
、
幼
稚
園
等

に
寄
付
で
き
る
制
度
で
効
果

が
出
て
い
る
。
導
入
し
て

は
。

市
長
　「
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
市
の
基

本
理
念
に
も
合
致
す
る
。
先

進
地
を
参
考
に
検
討
す
る
。

問
　
現
在
、
市
の
特
定
健
診

受
診
率
は
目
標
60
％
に
対
し

23
・
９
％
と
低
い
が
、
特
定

保
健
指
導
は
保
健
師
の
努
力

で
66
・
８
％
と
県
内
で
も
上

位
。
糖
尿
病
等
の
重
症
化
予

防
に
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

受
診
率
が
特
に
低
い
小
野
、

青
柳
校
区
の
要
因
を
ど
う
み

る
か
。

保
健
福
祉
部
長
　
要
因
は
分

析
し
て
な
い
が
課
題
と
認

識
。

問
　
交
通
不
便

も
要
因
と
考
え

交
通
弱
者
の
送

迎
や
、
地
元
児

童
館
や
公
民
館

の
利
用
な
ど
も

視
野
に
検
討
し

て
は
。

保
健
福
祉
部
長
　
意
見
も
参

考
に
考
え
る
。

問
　
被
保
険
者
５
万
６
千
人

の
呉
市
は
、
レ
セ
プ
ト
診
療

情
報
等
を
活
用
し
た
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

で
重
複
受
診
者
指
導
や
重
症

化
予
防
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
切
り
替
え
年
間
削
減

額
１
億
２
千
万
円
な
ど
医
療

費
の
適
正
化
で
大
き
な
効
果

を
挙
げ
て
い
る
。
保
健
師
の

業
務
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
も

有
効
と
考
え
る
。
導
入
し
て

は
。

市
長
　
実
態
を
踏
ま
え
効
果

的
な
取
り
組
み
を
検
討
。

これからの学童には経験と専門性が必要とされる

市を挙げて楽しみながら健康づくり

倉掛　小竹
（山海会）

芝尾　郁恵
（公明党）

一
　
般
　
質
　
問
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◇議会だよりに掲載する一般質問の原稿は、議会会議録をもとに質問した議員の責任でまとめたものです。

究
会
は
終
了
す
る
。
答
申
を

も
と
に
識
見
者
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
実
現
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

問
　
古
賀
清
掃
工
場
の
将
来

像
を
ど
う
描
い
て
い
る
か
。

市
長
　
玄
界
環
境
組
合
で
運

営
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
て

い
る
段
階
。
検
討
結
果
を
受

け
、
構
成
自
治
体
で
協
議
す

る
。

行
政
運
営
は
大
丈
夫
か

問
　
副
市
長
１
名
の
不
在
が

続
い
て
い
る
が
。

市
長
　
２
名
体
制
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
小
型
家
電
の
リ
サ
イ
ク

ル
が
義
務
付
け
ら
れ
た
が
見

解
を
。

市
長
　
10
月
１
日
か
ら
回
収

を
始
め
る
。

問
　
地
域
の
分
別
回
収
に
お

い
て
家
電
を
持
ち
去
る
行
為

に
つ
い
て
の
見
解
を
。

市
民
部
長
　
地
域
の
方
の
判

断
に
よ
る
。

問
　
資
源
に
な
る
も
の
で
あ

り
、
市
民
啓
発
が
必
要
。
条

例
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。

市
民
部
長
　
指
導
と
い
う
か

協
力
願
い
を
し
て
い
き
た

い
。

問
　
紙
お
む
つ
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
の
検
討
は
。

市
長
　
福
岡
都
市
圏
紙
お
む

つ
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
検

循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
か
っ
て
い
る
か

（
答
）
小
型
家
電
回
収
を
10
月
か
ら
始
め
る

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
会
の
共
通
点
は

（
答
）
出
前
講
座
が
多
い
と
特
定
健
診
受
診
率
は
高
い

討
委
員
会
に
参
加
し
、
広
域

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

問
　
循
環
型
社
会
研
究
会
の

進
捗
状
況
は
。

市
長
　
昨
年
度
に
廃
棄
物
の

賦
存
量
調
査
を
実
施
、
今
年

度
は
そ
の
調
査
結
果
を
も
と

に
活
用
方
法
に
つ
い
て
議
論

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
今
年

度
末
に
答
申
を
受
け
る
予

定
。

問
　
市
の
方
向
性
が
し
っ
か

り
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
。
市
長
は
古
賀
市
の
循
環

型
社
会
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

市
長
　
答
申
を

も
と
に
今
後
の

方
向
性
を
示
し

て
い
く
。

問
　
循
環
型
社

会
研
究
会
は
答

申
後
ど
う
な
る

の
か
。

市
民
部
長
　
研

問
　
健
康
寿
命
の
定
義
に
つ

い
て
厚
労
省
は
「
健
康
上
の

問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
な
く
生
活
が
で
き

る
期
間
」
と
し
て
い
る
。
健

康
寿
命
の
延
伸
は
人
生
を

豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
活
力
源
に
も
な
る
。
ま

た
、
医
療
費
負
担
軽
減
へ
の

期
待
も
小
さ
く
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
難
題
は
市
民
が
足

並
み
を
そ
ろ
え
な
け
れ
ば
成

就
は
難
し
い
。
ま
た
、
医
療

費
負
担
軽
減
と
地
域
づ
く
り

を
一
体
化
さ
せ
る
こ
と
な
ど

工
夫
が
要
る
と
思
う
。
こ
の

取
り
組
み
は
現
在
、
保
健
福

祉
部
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い

る
が
、
全
市
挙
げ
て
の
推
進

に
し
て
は
ど
う
か
。
と
り
わ

け
行
政
区
の
自
主
性
が
成
否

を
左
右
す
る
と
考
え
る
。

　
古
賀
市
人
口
一
人
当
た
り

の
医
療
費
（
平
成
23
年
度
・

国
保
）
は
約
31
・
４
万
円
、

総
額
で
は
約
44
億
円
、
後
期

高
齢
者
医
療
費
と
の
合
算
で

は
約
１
０
０
億
円
と
な
る
。

高
齢
者
単
身
世
帯
は
今
年
７

月
現
在
２
６
８
２
世
帯
。
特

定
健
診
受
診
率
は
23
・
９
％

で
県
内
50
位
の
水
準
。
現
状

で
の
自
治
会
の
取
り
組
み
の

評
価
に
つ
い
て
。

市
長
　
自
治
会
に
よ
っ
て
取

り
組
み
の
状
況
は
異
な

る
が
、
年
々
定
着
し
て

い
る
。

問
　
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
自
治
会
の
共

通
点
は
。

市
長
　
出
前
講
座
開
催

回
数
の
多
い
と
こ
ろ
は

特
定
健
診
の
受
診
率
が

高
い
。

問
　
全
行
政
区
推
進
を

実
現
す
る
た
め
の
課
題

は
。

市
長
　
地
域
の
実
情
に
即
し

て
、
ど
の
よ
う
な
事
業
が
効

果
的
か
、
ど
の
よ
う
に
広
げ

て
い
く
か
、
今
後
、
モ
デ
ル

事
業
を
検
証
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

問
　
施
設
面
の
問
題
は
。

市
長
　
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
地
域

ご
と
の
実
情
を
踏
ま
え
メ

ニ
ュ
ー
を
工
夫
す
る
等
、
施

設
の
有
効
活
用
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

健康増進の取り組み（古賀西小校区内）

環境課前の回収ボックス（市役所２階）

阿部　友子
（明友会）

仲道　誠明
（明友会）

一
　
般
　
質
　
問
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◇一般質問は届け出順で掲載しています。

今
後
、
広
く
紹
介
す
る
こ
と

は
可
能
。
表
彰
等
も
検
討
。

問
　
千
円
札
の
野
口
英
世
と

よ
く
似
た
中
村
氏
は
学
齢
期

を
古
賀
町
で
過
ご
さ
れ
た
。

中
村
哲
記
念
館
が
古
賀
市
に

で
き
て
い
い
く
ら
い
だ
。
県

に
要
望
し
て
は
。

市
長
　
予
定
は
な
い
が
、
今

後
検
討
す
る
。

問
　
た
と
え
ば
古
賀
市
国
際

平
和
特
別
講
師
と
か
私
案
を

参
考
に
行
政
内
部
で
し
ば
ら

く
時
間
を
か
け
て
古
賀
市
な

り
の
処
遇
を
検
討
し
て
は
。

市
長
　
貴
重
な
ご
意
見
だ
。

問
　
中
村
氏
の
活
動
を
後
押

し
す
る
意
味
で
、
現
地
医
療

活
動
支
援
事
業
と
し
て
、
古

賀
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
制

度
に
取
り
入
れ
て
は
ど
う

か
。

建
設
産
業
部
長
　
市
長
の
裁

量
事
業
の
項
目
の
中
で
使
え

る
か
考
え
た
い
。

問
　
馬
具
埋
納
坑
の
最
新
調

査
状
況
と
解
明
の
時
期
は
。

教
育
長
　
３
次
元
レ
ー
ザ
ー

計
測
を
導
入
で
誤
差
数
ミ
リ

と
正
確
で
立
体
的
な
記
録
が

可
能
。
作
業
時
間
は
２
分
の

１
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
多

岐
に
応
用
で
き
る
が
、
全
容

解
明
の
時
期
に
変
化
は
な

い
。

問
　
森
を
将
来
に
つ
な

ぐ
た
め
に
学
ぶ
館
の
設

置
、
森
林
塾
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

市
長
　
森
林
の
案
内
や

野
外
活
動
の
指
導
は
、

森
林
の
公
益
な
機
能
を

理
解
い
た
だ
く
手
段
と

し
て
重
要
。
提
案
と
森

林
と
触
れ
合
う
方
法
は

研
究
す
る
。

中
村
哲
氏
は
郷
土
の
誇
り

（
答
）
広
く
紹
介
、
表
彰
等
も
検
討

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
地
域
担
当
の
保
健
師
配
置
を

（
答
）
人
数
、
配
置
等
も
研
究
し
検
討
す
る

問
　
中
村
哲
氏
は
こ
れ
ま
で

古
賀
市
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
参
加
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
〝
課

外
授
業
よ
う
こ
そ
先
輩
〟
に

古
賀
西
小
学
校
卒
業
生
と
し

て
出
演
、
さ
ら
に
国
会
で
は

参
考
人
と
し
て
〝
ア
フ
ガ
ン

に
十
分
な
食
べ
物
と
清
潔
な

水
を
〟
と
現
状
を
報
告
さ
れ

て
い
る
。
郷
土
の
範
と
し
て

し
か
る
べ
き
処
遇
を
。

市
長
　
中
村
氏
の
偉
業
は
、

小
学
校
高
学
年
の
道
徳
副
教

材
で
も
紹
介
。
氏
の
活
動
を

問
　
市
の
健
康
づ
く
り
の
課

題
は
何
か
。

市
長
　
健
診
デ
ー
タ
等
の
分

析
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
、

生
活
習
慣
病
の
発
病
予
防
・

重
症
化
予
防
、
健
診
受
診
率

向
上
に
向
け
た
健
康
意
識
を

高
め
る
啓
発
の
強
化
。

問
　
市
の
平
均
寿
命
と
健
康

寿
命
（
介
護
を
受
け
た
り
せ

ず
、
制
限
な
く
日
常
生
活
が

送
れ
る
期
間
）
は
。

市
長
　
男
性
79
・
３
歳
、
女

性
87
・
２
歳
。
健
康
寿
命
は

不
明
。
国
が
公
表
し
た
県
別

健
康
寿
命
で
福
岡
県
は
、
男

性
約
69
歳
、
女
性
約
72
歳
。

問
　
健
康
づ
く
り
の
鍵
を
握

る
保
健
師
の
評
価
は
。

市
長
　
健
康
づ
く
り
に
お
け

る
専
門
職
で
あ
り
、
分
析
力

や
ま
ち
づ
く
り
等
の
幅
広
い

視
点
を
持
つ
重
要
な
存
在
。

問
　
健
康
寿
命
延
伸
で
注
目

さ
れ
て
い
る
松
本
市
で
は
、

す
べ
て
の
地
区
に
保
健
師
を

配
置
し
て
い
る
。
小
学
校
区

単
位
で
の
配
置
が
必
要
で

は
。

保
健
福
祉
部
長
　
い
ろ
ん
な

や
り
方
が
あ
る
の
で
、
研
究

し
て
い
き
た
い
。

問
　
２
０
２
５
年
に
は
、
75

歳
以
上
が
４
人
に
一
人
と
な

る
。
高
齢
に
な
っ
て
も
趣
味

や
生
き
が
い
を
持
っ
て
い
る

人
、
地
域
や
人
と

の
つ
な
が
り
が
多

い
ほ
ど
元
気
で
あ

る
こ
と
が
証
明
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、

多
く
の
高
齢
者
に

持
病
が
あ
る
こ
と

が
前
提
と
な
り
、

医
療
機
関
へ
の
ア

ク
セ
ス
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
一
つ
で
あ
る
。

移
動
手
段
の
確
保
、
公
共
交

通
に
つ
い
て
、
決
断
が
必
要
。

市
長
　
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
参
考
に
、
継
続
的
に
検

討
す
る
。

循
環
型
社
会
形
成
に
は
、
市

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
不

可
欠

問
　
古
賀
市
循
環
型
社
会
研

究
の
方
向
性
を
支
持
し
、
積

極
的
に
後
押
し
す
べ
き
。

市
長
　
十
分
推
進
し
て
い

る
。

アジア文化賞受賞フォーラムの中村氏

保健師は健康づくりの大事な要素

福岡県 長野県

平均寿命
（歳）

男 ７９．３０　
（全国３１位）

８０．８８
（全国１位）

女 ８６．４８　
（全国２０位）

８７．１８
(全国１位）

健康寿命
（歳）

男 ６９．６７　
(全国４０位）

７１．１７
（全国６位）

女 ７２．７２
（全国４４位）

７４．００
（全国１７位）

保健師数（人）
人口10万人
あたり

３０．０４　
(全国４０位）

５８．３９
（全国３位）

吉住　長敏
（希来里）

前野　早月
（希来里）

一
　
般
　
質
　
問
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インターネット議会中継・録画配信中

注）会期日程は、11 月 28日（木）の議会運営委員会決定後、市役所ロビーなどに掲示します。
◎�本会議でのすべての質疑・討論の記録は「議会会議録」に収録されています。また、議会ホームページでもご覧になれます。会議録は、議会
事務局で販売閲覧、市立図書館で閲覧できます。
◎�議会の本会議、各委員会は傍聴することができます。（本会議の傍聴席は４６席、委員会傍聴席は原則５～１０席です）
◎請願書の締切りは 11 月 26日（火）午後５時です。

平
成
25
年
古
賀
市
議
会

第
４
回
定
例
会
会
期
日
程
（
案
）

会
期
　
12
月
３
日
～
12
月
18
日
　
16
日
間

日

曜
開
議
時
刻

会　

議　

名

12/3

火
９
時
30
分
本
会
議

5

木

〃

本
会
議

6

金

〃

常
任
委
員
会

9

月

〃

常
任
委
員
会

10

火

〃

常
任
委
員
会

11

水

〃

補
正
予
算
審
査

特
別
委
員
会

12

木

〃

一
般
質
問

13

金

〃

一
般
質
問

16

月

〃

一
般
質
問

議
会
報
編
集

特
別
委
員
会

18

水

〃

本
会
議

　10月17日～ 18日、福岡県中部十市議会議長会

の正副議長・局長研修会が行われました。この議

長会は福岡市周辺の10市議会で構成され、古賀市

議会から議長、西尾副議長、大浦係長が参加。17

日には、大分駅南側に今年7月にオープンしたホ

ルトホール大分を視察。約98億円（合併特例債60

億円）で建設された施設で、大ホール、図書館、子

育て支援センター、保育所、トレーニングルーム、

会議室等が市民に活用されていました。素晴らし

い施設でした。18

日には、別府市の

鉄輪温泉地区ま

るごと再生事業を

視察しました。

　10月16日、田川市において開催された第147回

福岡県市議会議長会に出席しました。この議長会

は福岡県内28市議会議長で構成されています。議

長会ではノリの輸入量を拡大させないこと等を求

める議案ならびに正規・非正規労働者間の格差是

正など若者の就労環境整備を求める議案を九州市

議会議長会に提出することを決定しました。

　議長会終了後は田川市石炭・歴史博物館の安
あ

蘇
そ

龍
たつ

生
お

館長を講師とする研修会。博物館にも訪れ、

世界記憶遺産

（山本作兵衛

コレクション）

や炭鉱の歴史

について学び

ました。

福岡県中部十市議会議長会で大分へ
ホルトホール、鉄輪温泉地区を視察

福岡県市議会議長会
ノリの養殖産業保護などを決議

議
長
の
活
動
報
告
　
奴
間
　
健
司

鉄輪温泉地区を正副議長で視察福岡県市議会議長会（田川市）

　８月から９月の２カ月間、九州大学工学部桜
さくら

井
い

佑
ゆう

輔
すけ

さんと、

西南学院大学法学部三
み

坂
さか

しおりさんが議員と活動を共にしなが

ら議会の研修をされました。２人は古賀市での思い出はと若者

に尋ねた時に、「サンリブ」ということばでは寂しすぎるとい

うことで、思い出づくりに花火大会を復活したいという思いを

研修のまとめとして企画発表してくれました。
議員に研修成果を発表する学生

議員インターンシップ研修報告
� ふるさとの思い出づくり「花火大会を再び」若い

目で
提案
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　企業誘致に向け造成が進む篠林地区、し尿処理施

設の海津木苑、古賀ダム周辺の不法投棄の現状を把

握し、古賀の特

産品販売をして

いる「コガノヤ」

の視察を行い、

地 元 農 産 物 を

使ったランチを

試食しました。

　今年９月に、オープンしたばかりの特別養護老人

ホーム「みどり

苑」ユニット棟

（入居定員40人）

と開設10年を迎

えた、介護予防

の拠点いきいき

センター「ゆい」

の視察をしまし

た。

委員会で市内視察

９月５日９月４日

平成25年８月６日～７日

藤ノ木古墳の取り組みを活かす！
奈良県生

い

駒
こま

郡斑
い か る が

鳩町
　斑

いかるが

鳩町は法隆寺で有名な街ですが、藤ノ木古墳

は、昭和60年に6世紀後半の未盗掘の石室が確認

され、その後、世界でも類例がない金銅製鞍金具

等が出土し有名になりました。文化財保護法で年

単位での補助金が交付され、国の史跡指定になっ

たあと、公有化を進めました。「史跡藤ノ木古墳

整備基本計画書」を策定、平成16年に国宝となり、

平成22年に「斑
いかるが

鳩町文化財活用センター」を完成。

　なるべく早く学術的

な価値を定めることが

重要とのこと。藤ノ木

古墳では、早い段階で

出土品検討委員会を設

置し、文化庁への働

きかけ、県との調整を

図ったとのことです。

経費としては、第１次

調査の町単費で900万

円程度で、それ以外は

かからなかったということでした。

　地元とともに創りだしていく、まちの中に誇り

を生み出すといった姿勢が大事であるという話が

印象的でした。

　息の長い取り組みを古賀市でも活かしていきた

いと委員会全体で一致した見解を持ちました。

文教委
員会

視察報
告 先進地に学び、市政に活かす

「子どもの育ち支援条例」について
兵庫県尼崎市

　隣同士の人間関係の希薄化、児童虐待、不登校など

の課題を背景に、平成18年から4年間をかけて策定さ

れたとのこと。条例制定にあたり全小中学校にアンケー

ト調査を実施して子どもの声を聴き、パブリックコメ

ントなどことあるごとに市民の声を聴いたとのこと。

　条例の目的は、子どもの人権尊重を基本とした子

どもの育成。大人の役割、子どもの育ちを支えるた

めの具体的な取り組み、仕組みを盛り込んだものと

なっています。これから条例を作る古賀市としては

大いに参考にしたいと思いました。

　子育てコミュニティソーシャルワーカーについて

は、社会福祉士２人が地域に出向き情報収集や地域

住民の自主活動などを支援しているとのこと。

委員会で市内視察
文教厚生委員会 市民建産委員会

出土した馬具の実物大のレプリカ

みどり苑　ユニット棟 し尿処理施設　海津木苑

こが市議会だより65号17
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市民活動紹介
ボランティア
訪　問　⑫
まちの草の根活動
紹介しま～す！

古
賀
市
「
コ
ッ
コ
の
会
」　
　

～
障
が
い
の
枠
を
こ
え
て
、
障
が
い
の
有
無
を
問
わ
ず
～

　古賀神社放生会の奉納相撲の
様子です。秋の実りに感謝し、
家庭の安全を願うお祭りです。
子どもたちの健やかな育ちを願
う熱い声援がありました。

　
今
回
は
、
障
が
い
の
枠
を
こ
え

て
、
互
い
の
違
い
を
理
解
し
、
共

通
の
課
題
に
取
り
組
も
う
と
平
成

17
年
に
結
成
さ
れ
た
「
コ
ッ
コ
の

会
」（
会
長
・
齊さ

い

藤と
う

美よ
し

子こ

さ
ん
）
を

紹
介
し
ま
す
。

　
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
は
、「
ふ

く
お
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど

い
」
に
参
加
し
た
時
、
自
分
以
外

の
障
が
い
の
あ
る
人
の
こ
と
は
、

お
互
い
知
ら
な
か
っ
た
と
気
づ
き

「
こ
の
よ
う
な
出
会
い
の
場
を
持

ち
続
け
た
い
」
と
い
う
こ
と
か
ら

だ
そ
う
で
す
。

　
毎
月
第
３
土
曜
日
に
、
古
賀
市

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
咲
」

で
例
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
参

加
者
は
、
身
体
障
が
い
の
車
い
す

の
方
、
視
覚
障
が
い
の
方
、
聴
覚

障
が
い
の
方
、
家
族
や
サ
ポ
ー

タ
ー
な
ど
で
す
。
障
が
い
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
楽
し
く
意
見
交

換
し
た
り
、
他
グ
ル
ー
プ
と
交
流

し
た
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
小
学
校
に

行
く
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

の
が
難
し
い
こ
と
や
、
外
出
時
の

移
動
が
困
難
な
こ
と
が
大
き
な
悩

み
。
移
動
に
つ
い
て
は
日
常
的
に

も
困
っ
て
い
る
が
、
会
と
し
て
出

か
け
た
い
時
な
ど
、
車
い
す
を
乗

せ
る
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
が
容
易
に

準
備
で
き
な
い
そ
う
で
す
。

　
伺
っ
た
日
は
、
健
康
福
祉
ま
つ

り
出
場
に
向
け
て
手
話
ダ
ン
ス
の

練
習
に
一
心
に
励
ん
で
あ
り
ま
し

た
。
自
治
体
に
よ
っ
て
障
が
い
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
違
い
日
常

生
活
に
困
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
が
、
い
ろ
ん
な
方
と
接
し
た
い

と
前
向
き
に
考
え
て
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
も
っ
と
障
が
い
に
つ
い

て
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
ほ
し

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
車
い
す
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス

に
そ
う
で
な
い
人
が
止
め
た

り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
心

掛
け
た
い
も
の
で
す
。

会
員
32
人
（
う
ち
当
事
者
15

人
）

連
絡
先

：

村む
ら

松ま
つ

０
９
２-

９
４
４-

０
９
２
６

第
３
回
定
例
会
の
傍
聴
者
は
39
人
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
４
回
定
例
会
は
12
月
３
日
（
火
曜
日
）
開
催
予
定
で
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
中
継
、
録
画
配
信
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
会
期
中
の
９
月
８
日
、
２
０
２

０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
が
、
東
京
に
決

ま
り
ま
し
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
は
人
間
の

尊
厳
と
平
和
な
社
会
の
推
進
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
日
本
が
追
求
し

て
い
る
平
和
な
社
会
を
、
世
界
の

人
た
ち
と
確
か
め
あ
え
る
大
会
に

な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
開
催
地
の
決
定
に
は
各
候
補
地

の
長
所
よ
り
、
短
所
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
、
東
京
は
原
発
事
故

で
し
た
。
復
興
五
輪
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
政
府
も
そ
の
責
任
を
明
言

し
ま
し
た
。
被
災
地
に
笑
顔
が
戻

る
大
会
で
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
古
賀
市
も
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
運
動
に

も
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
田
中
）

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　

　
　
委
　

員
　

長
　
前
野�

　
早
月

　

　
　
副
委
員
長
　
倉
掛�

　
小
竹

　

　
　
委
　
　
員
　
阿
部�

　
友
子

　

　
　
　
　

〃
　

　
　
田
中�

　
英
輔

　

　
　
　
　

〃
　

　
　
姉
川�

さ
つ
き

　

　
　
　
　

〃
　

　
　
吉
住�

　
長
敏

編
集
後
記

編
集
後
記

表紙のことば

手作りのコミュニケーションカード 定例会で集う皆さん

交流を深める手話ダンス
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